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& Vth  International Melanoma Research Congress (IMRC). Sapporo, May 2008 

15) Tsujino Y, Morita E: Determination of White Petrolatum in skin and blood 
following topical application of ointment using gas Chromatography-mass 
spectrometry. The 10th China-Japan Joint Meeting of Dermatology 20th 
Anniversary. Hangzhou, China, Oct. 2008 

16) 赤木竜也，森田栄伸：島根県高校柔道部における T. tonsurans 感染疫学調査．
第 49回日本皮膚科学会高知地方会例会―小玉肇教授退任記念―．高知市，
2007年 2月 

17) 千貫祐子，赤木竜也，古村南夫，植田代三，森田栄伸：Wegener 肉芽腫症の 
１例．第 112回山陰・第 9回島根合同開催地方会．出雲市，2007年 3月 

18) 植田代三，新原寛之，古村南夫，森田栄伸：当科における陥入爪の治療経験
について（�形状記憶ワイヤーによる爪矯正、�テーピング指導）．第 112
回山陰・第 9回島根合同開催地方会．出雲市，2007年 3月 

19) 今岡かおる，辻野佳雄，八田順子，植田代三，水本一生，古村南夫，森田栄
伸，金子 栄．救命し得た Fournier’s gangrene の 1例．第 112回山陰・第 9
回島根合同開催地方会．出雲市，2007年 3月 

20) 高橋仁，河野邦江，松尾裕彰，古村南夫，森田栄伸：小麦依存性運動誘発ア
ナフィラキシーの原因抗原高分子量グルテニンのリコンビナントタンパク

質の作製と診断への応用．日本研究皮膚科学会第 32回年次学術大会・総会．
横浜市，2007年 4月 

21) 張 燕，古村南夫，森田栄伸：血管内皮増殖因子アイソフォーム VEGF121
と VEGF165は異なる細胞内シグナル伝達系を活性化する．日本研究皮膚科
学会第 32回年次学術大会・総会．横浜市，2007年 4月 

22) 森田栄伸：再投与試験(運動負荷試験を含む)の実際．第 106回日本皮膚科学
会総会．横浜市，2007年 4月 

23) 金子 栄，古村南夫，植田代三，森田栄伸，花田英輔，木谷光博，林 忍，
山口伸二：エージェント型多目的通信システム(ミュー太)による皮膚科遠隔
診療の試み．第 106回日本皮膚科学会総会．横浜市，2007年 4月 

24) 辻野佳雄，山本泰司，金子 栄，植田代三，新原寛之，古村南夫，森田栄伸，
山田義貴：SPECT/CT融合画像を用いてセンチネルリンパ節生検を施行した
乳房外 Paget 病の 2 例．第 106 回日本皮膚科学会総会．横浜市，2007 年 4
月 

25) 赤木竜也，森田栄伸：抗菌ペプチドの白癬菌に対する抗真菌活性の検討．第
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106回日本皮膚科学会総会．横浜市，2007年 4月 
26) 森田栄伸：Ｉ型アレルギーによる蕁麻疹．第 23回日本臨床皮膚科医会総会・
臨床学術大会シンポジウム 3．広島市，2007年 5月 

27) 植田代三，金子 栄，辻野佳雄，赤木竜也，新原寛之，古村南夫，森田栄伸：
難治性足趾潰瘍に対するマゴット療法の経験例．第 23回日本臨床皮膚科医
会総会・臨床学術大会．広島市，2007年 5月 

28) 熊谷孝則，高橋 仁，木谷響子，的場康幸，杉山政則：Streptomyces lavendulae 
ATCC11924 由来単一モジュール型非リボソーム性ペプチド合成酵素の機能
解析．第 22回日本放線菌学会大会．尾道市，2007年 5-6月 

29) 熊谷孝則，高橋 仁，木谷響子，的場康幸，杉山政則：青色素合成を触媒す
る単一モジュール型非リボソーム性ペプチド合成酵素 BPSAの変異体解析．
第 22回日本放線菌学会大会．尾道市，2007年 5-6月 

30) 清水秀樹，皿山泰子，足立厚子，松尾裕彰，河野邦江，森田栄伸：γグリア
ジン・LMWグルテニンが原因抗原であった小麦依存性運動誘発アナフィラ
キシーの 1例．第 19回日本アレルギー学会春季臨床大会．横浜市、2007年
6月 

31) 水本一生，古村南夫，辻野佳雄，森田栄伸：2型糖尿病に合併し、閉鎖式持
続洗浄が有効であった化膿性大腿筋膜張筋炎の 1 例．日本皮膚科学会第 49
回沖縄地方会．宜野湾市，2007年 7月 

32) 辻野佳雄，稗田洋子，蒒 玉英，竹下治男，森田栄伸：塩化ベンザルコニウ

ム経皮曝露による皮膚移行性と体内吸収に関する検討．第 29回日本中毒学
会総会・学術集会．東京都，2007年 7月 

33) 古村南夫：ざ瘡瘢痕および外傷性・術後瘢痕に対するフラクショナルレーザ
ー治療．第 22回日本美容皮膚科学会学術大会．横浜市，2007年 8月 

34) 稗田洋子，磯部 威，薛 玉英，辻野佳雄，竹下治男：GC-MS 法を用いた
尿中ニコチン・コチニンの分析と禁煙外来への応用．第２回日本禁煙学会学

術総会．東京都，2007年 8月 
35) 水本一生，古村南夫，森田栄伸：POSSUM scoreを用いた高齢者皮膚外科手
術のリスク判定．第 54回日本形成外科学会中国・四国支部学術集会．徳島
市，2007年 9月 

36) 古村南夫：皮膚とアンチエイジング-ＲＦやフラクショナルレーザーによる
治療．第 59回日本皮膚科学会西部支部学術大会．宮崎市，2007年 10月 

37) 新原寛之，森田栄伸，川崎洋司，鈴木久美子：リンパ腫様丘疹症の 1例．第
59回日本皮膚科学会西部支部学術大会．宮崎市，2007年 10月 

38) 水本一生，辻野佳雄，古村南夫，森田栄伸：骨盤リンパ節廓清を施行した陰
嚢悪性黒色腫の 1例．第 59回日本皮膚科学会西部支部学術大会．宮崎市，
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2007年 10月 
39) 高橋 仁，田中 昭，Jörgen Dahlström，河野邦江，松尾裕彰，森田栄伸：
高分子量グルテニン組換えタンパク質の作製と小麦依存性運動誘発アナフ

ィラキシーの診断への応用．第 57回日本アレルギー学会秋季学術大会．横
浜市，2007年 11月 

40) 河野邦江，松尾裕彰，田中 昭，Jörgen Dahlström，高橋 仁，森田栄伸：
小麦依存性運動誘発アナフィラキシーにおけるリコンビナントω5-gliadin特
異 IgEの測定と評価．第 57回日本アレルギー学会秋季学術大会．横浜市，
2007年 11月 

41) 森田栄伸：小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの抗原解析とその応用．第
57回日本アレルギー学会秋季学術大会．横浜市，2007年 11月 

42) 赤木竜也：human β-defensin 2ならびに Psoriasinの白癬菌に対する in vitro抗
真菌活性の検討．第 51回日本医真菌学会総会．高山市，2007年 11月 

43) 赤木竜也，古村南夫，千貫祐子，張 燕，森田栄伸：家族発症した頭部
Microsporum canis感染症．日本皮膚科学会 第 114回山陰・第 10回島根合
同開催地方会．米子市，2007年 12月 

44) 千貫祐子，水本一生，赤木竜也，辻野佳雄，新原寛之，今岡かおる，森田栄
伸：薄筋皮弁で再建した外陰部パジェット病の 1 例．日本皮膚科学会 第
114回山陰・第 10回島根合同開催地方会．米子市，2007年 12月 

45) 河野邦江，松尾裕彰，高橋 仁，千貫祐子，田中 昭，清水秀樹，森田栄伸：
小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの原因抗原の解析（続報）．第 37回日
本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総合学術大会．名古屋市，2007年 12月 

46) 千貫祐子，河野邦江，松尾裕彰，新原寛之，辻野佳雄，金子 栄，森田栄伸：
アスピリン負荷で誘発された小麦依存性運動誘発アナフィラキシー患者の

血中抗原解析．第 37回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総合学術大会．
名古屋市，2007年 12月 

47) 高橋 仁，千貫祐子，森田栄伸：牛肉アレルギーの抗原解析．第 37回日本
皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総合学術大会．名古屋市，2007年 12月 

48) 新原寛之，古村南夫，森田栄伸：タケプロン®による蕁麻疹型薬疹を呈した

1 例．第 37 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総合学術大会．名古屋
市，2007年 12月 

49) 古村南夫：AffirmTMを用いた fractional laser resurfacing．第 37回日本皮膚ア
レルギー・接触皮膚炎学会総合学術大会．名古屋市，2007年 12月 

50) 森田栄伸：小児の蕁麻疹-食物依存性運動誘発アナフィラキシー．第 37回日
本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総合学術大会．名古屋市，2007年 12月 

51) 森田栄伸：どの治療を選択するのか？（次の一手は）．第 71回日本皮膚科学
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会東京支部総会・学術大会．東京都，2008年 2月 
52) 森田栄伸：島根大学における皮膚科学教育．第 107回日本皮膚科学会総会．
京都市，2008年 4月 

53) 森田栄伸：特発性蕁麻疹への対応のコツ．第 107回日本皮膚科学会総会．京
都市，2008，4月 

54) 水本一生：高齢者褥創患者の周術期管理における POSSUMの有用性．第 107
回日本皮膚科学会総会．京都市，2008年 4月 

55) 川崎加織，夏秋 優，定延直哉，山西清文，河野邦江，森田栄伸：アスピリ
ン内服で血中グリアジンの上昇を認めた小麦依存性誘発アナフィラキシ－．

第 107回日本皮膚科学会総会．京都市，2008年 4月 
56) 古村南夫：Fractional laser resurfacing．第 107回日本皮膚科学会総会．京都市，

2008年 4月 
57) 上野充彦，足立厚子，福本 毅，西谷奈生，下浦真一，佐々木祥人，藤原規
広，松尾裕彰，河野邦江，森田栄伸：小麦依存性運動誘発アナフィラキシ－

におけるインタールとサイトテックの有効性．第 107回日本皮膚科学会総会．
京都市，2008年 4月 

58) 赤木竜也，水本一生，森田栄伸：悪性黒色腫のリンパ節転移に対する PEIT
療法の試み．第 107回日本皮膚科学会総会．京都市，2008年 4月 

59) 森田栄伸：蕁麻疹の薬物療法－抗ヒスタミン薬の使い方．第 24回日本臨床
古村南夫，高橋 仁，河野邦江，森田栄伸：メラノサイトにおける non-RAS
シグナルの neurofibrominと関連蛋白による抑制．厚生労働科学研究費補助 3
金難治性疾患克服研究事業 神経皮膚症候群に関する調査研究班 平成 18
年度総会．福岡市，2006年 12月皮膚科医会総会・臨床学術大会．東京都，
2008年 5月 

60) 高橋 仁，千貫祐子，河野邦江，森田栄伸：牛肉アレルギーにおける原因抗
原の検索．第 20回日本アレルギー学会春季臨床大会．東京都，2008月 6月 

61) 上野充彦，足立厚子，福本 毅，西谷奈生，松尾裕彰，河野邦江，森田栄伸：
小麦依存性アナフィラキシー（FDEIA）と Baker’s asthmaの合併例における
小麦中の原因抗原の検討．第 20回日本アレルギー学会春季臨床大会．東京
都，2008月 6月 

62) 森田栄伸：FEIAnに関する最近の進歩について．第 20回日本アレルギー学
会春季臨床大会．東京都，2008年 6月 

63) 森田栄伸：アトピー性皮膚炎のかゆみ．総論と抗ヒスタミン薬による治療
Up-To-Date．第 20 回日本アレルギー学会春季臨床大会．東京都，2008 年 6
月 

64) 古村南夫，千貫祐子，森田栄伸：フラクショナルレーザーを用いた光老化皮
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膚と皮膚瘢痕の治療．第 30回日本光医学・光生物学会．松江市，2008年 7
月 

65) 山崎朋子，杉谷 亮，新原寛之，水本一生，森田栄伸：内視鏡下筋膜下不全
穿通枝切離術が有用であった難治性下腿潰瘍の１例．日本皮膚科学会第 116
回山陰・第 12回島根合同開催地方会．米子市，2008年 7月 

66) 杉谷 亮，辻野佳雄，森田栄伸，金子 栄，進藤真久：集学的治療を行った
頭部血管肉腫の１例．日本皮膚科学会第 116回山陰・第 12回島根合同開催
地方会．米子市，2008年 7月 

67) 水本一生，春田直樹，森田栄伸，渡邉徹心：単純浮腫に合併した難治性下腿
潰瘍の 1例：第 60回日本皮膚科学会西部支部学術大会．福岡市，2008年 10
月 

68) 古村南夫：フラバンジュノールの基礎と臨床：第 60回日本皮膚科学会西部
支部学術大会美容フォーラム．福岡市，2008年 10月 

69) 今岡かおる，古村南夫，赤木竜也，森田栄伸，丸山理留敬，長廻 錬：紅皮
症を呈したリンパ腫様肉芽腫症の 1例．第 60回日本皮膚科学会西部支部学
術大会．福岡市，2008年 10月 

70) 杉谷 亮，水本一生，森田栄伸，梶谷 尊郁，谷田伸広，石原勝美：皮下腫
瘤 CT画像の解析．第 60回日本皮膚科学会西部支部学術大会．福岡市，2008
年 10月  

71) 辻野佳雄，水本一生，新原寛之，赤木竜也，森田栄伸，大畑 力：ICG蛍光
色素を用いてセンチネルリンパ節生検を施行した皮膚癌の 2例．第 60回日
本皮膚科学会西部支部学術大会．福岡市，2008年 10月 

72) 森田栄伸：アレルギー疾患の皮膚症状と発症メカニズム．第 38回日本皮膚
アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会．大阪市，2008年 11月 

73) 高橋 仁，村上有美，倉重ゆかり，松中 浩，森田栄伸：アトピー性皮膚炎
患者の表皮角質中 TARCの測定検討．第 38回日本皮膚アレルギー・接触皮
膚炎学会総会学術大会．大阪市，2008年 11月 

74) 東儀君子，河野邦江，森田栄伸：ソバアレルギー患者 2例の血中抗原解析．
第 38回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会．大阪市，2008
年 11月 

75) 千貫祐子，高橋 仁，森田栄伸：子持ちカレイによる蕁麻疹の 1 例．第 38
回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会．大阪市，2008 年 11
月 

76) 千貫祐子，﨑枝 薫，赤木竜也，森田栄伸：血中抗原解析を行った小麦依存
性運動誘発アナフィラキシー．徳島大学皮膚科開講 60周年（還暦）記念 第
30回日本皮膚科学会徳島地方会．徳島市，2008年 11月 
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77) 森田栄伸：アトピー性皮膚炎とバリア機能異常．第 58回日本皮膚アレルギ
ー学会学術大会．大阪市，2008年 11月 

78) 柴田瑠美子，西間三馨，森田栄伸，田中 昭：小児の即時型小麦アレルギー
の診断および耐性化予後におけるω-5グリアジン特異 IgE抗体測定の有用性．
第 58回日本皮膚アレルギー学会秋季学術大会．東京都，2008年 11月 

79) 井上友介，上野充彦，福本 毅，西谷奈生，足立厚子，河野邦江，森田栄伸：
小麦依存性運動誘発アナフィラキシー抑制における PGE1 製剤の効果につ
いて．第 58 回日本皮膚アレルギー学会秋季学術大会．東京都，2008 年 11
月 

80) 河野邦江，千貫祐子，新原寛之，森田栄伸：カレー摂取で症状が誘発された
小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの解析例．第 58回日本皮膚アレルギ
ー学会秋季学術大会．東京都，2008年 11月 

81) 千貫祐子，森田栄伸：表皮内汗管狭窄による乏汗症を伴ったコリン性蕁麻疹
の 1例．第 58回日本皮膚アレルギー学会秋季学術大会．東京都，2008年 11
月 

82) 森田栄伸：アトピー性皮膚炎とバリア機能異常．第 58回日本アレルギー学
会秋季学術大会．東京都，2008年 11月 

 
 
研究会発表 
1) 古村南夫：ざ瘡性瘢痕および術後性・外傷性瘢痕に対するフラクショナルレ
ーザー治療．第１回サイノシュアーユーザーズミーティング．東京都，2007
年 3月 

2) 辻野佳雄：センチネルリンパ節生検を施行した悪性黒色腫の 5例．第 3回山
陰皮膚疾患研究会．松江市，2007年 3月 

3) 千貫祐子，赤木竜也，森田栄伸：再発性陰部ヘルペス－バラシクロビル連日
投与の有用性と問題点について－．第 6回島根ヘルペス研究会．出雲市，2007
年 4月 

4) 千貫祐子，新原寛之，増野純二：食後に生じるアナフィラキシー．第 14回
島根皮膚疾患懇話会．松江市，2007年 5月 

5) 赤木竜也，東儀君子：金属アレルギーを疑ったアトピー性皮膚炎．第 14回
島根皮膚疾患懇話会．松江市，2007年 5月 

6) 新原寛之，森田栄伸，鈴木久美子：多発する丘疹．第 14回島根皮膚疾患懇
話会．松江市，2007年 5月 

7) 辻野佳雄，今岡かおる，福代新治：頬部に生じた潰瘍．第 14回島根皮膚疾
患懇話会．松江市，2007年 5月 
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8) 古村南夫，千貫祐子，森田栄伸：フラクショナルレーザーを用いた光老化皮
膚と皮膚瘢痕の治療．第 8回光老化研究会．東京都，2007年 6月 

9) 水本一生，新原寛之，今岡かおる，今岡千治：エクリンポローマを疑った症
例．第 15回島根皮膚疾患懇話会．出雲市，2007年 9月 

10) 千貫祐子，古村南夫，東儀君子：両下腿のびらん，血疱を生じた症例．第
15回島根皮膚疾患懇話会．出雲市，2007年 9月 

11) 植田代三，新原寛之：ペースメーカー装着部位の発赤の症例．第 15回島根
皮膚疾患懇話会．出雲市，2007年 9月 

12) 森田栄伸：蕁麻疹の薬物療法．第 15回島根皮膚疾患懇話会．出雲市，2007
年 9月 

13) 古村南夫：ＮＦ－１ノックダウン線維芽細胞におけるＨＧＦ発現誘導シグナ
ルの検討．平成 19年度厚生労働省科学研究費「神経皮膚症候群に関する調
査研究班」班会議．福岡市，2007年 12月 

14) 千貫祐子，森田栄伸，森田照美，石原俊治，木下芳一：クロンクハイト－カ
ナダ症候群．第 4回山陰皮膚疾患研究会．松江市，2008年 3月 

15) 森田栄伸：アトピー性皮膚炎その原因と改善方法．第 2回産学連携セミナー．
松江・出雲市，2008年 3月 

16) 千貫祐子，藤脇律人：妊婦の水痘．第 7回島根ヘルペス研究会．出雲市，2008
年 4月 

17) 赤木竜也，辻野佳雄，千貫祐子，森田栄伸，内海康生：頭部色素斑の一例．
第 17回島根皮膚疾患懇話会．松江市，2008年 5月 

18) 﨑枝 薫，新原寛之，水本一生：乳頭びらんの一例．第 17回島根皮膚科疾
患懇話会．松江市，2008年 5月 

19) 赤木達也：抗真菌ペプチドをもとめて．第 96回関西真菌懇話会．神戸市，
2008年 7月 

20) 﨑枝 薫，辻野佳雄，水本一生，加藤誉之，石橋浩晃，関根浄治，東儀君子：
鼻部の黒色腫瘤．第 18回島根皮膚疾患懇話会．出雲市，2008年 9月 

21) 新原寛之，水本一生，山崎朋子，森田栄伸：リポ PGIE製剤の投与により症
状の改善がみられた ASOの 1例．第 34回中国地区 MMC研究会．広島市，
2008年 9月 

22) 水本一生，森田栄伸：内視鏡下筋膜下不全穿通枝切離術が有用であった難治
性下腿潰瘍の一例．第 7 回内視鏡静脈疾患治療研究会．横浜市，2008 年 9
月 

23) 山崎朋子，﨑枝 薫，新原寛之，水本一生，森田栄伸：内視鏡下筋膜下不全
穿通枝切離術が有用であった難治性下腿潰瘍の一例．第 6回島根県創傷ケア
研究会．出雲市，2008年 10月 
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24) 河野邦江，辻野佳雄，千貫祐子，新原寛之，高橋 仁，森田栄伸：小麦依存
性運動誘発アナフィラキシーと抗原の腸管吸収．第 4回中国研究皮膚科セミ
ナー．倉敷市，2008年 11月 

25) 古村南夫，高橋 仁，河野邦江，森田栄伸：AKTおよび Wnt5aシグナルの
阻害によるクロトー蛋白のメラノーマ増殖・転移能抑制作用．第 15回分子
皮膚科学フォーラム．京都市，2008年 11月  

26) 杉谷 亮，出来尾 格，水本一生，森田栄伸，本田 栄：右下腿の発赤を伴
う硬結．第 19回島根皮膚疾患懇話会．出雲市，2008年 12月 

27) 﨑枝 薫，辻野佳雄，水本一生，古村南夫，東儀君子：右前額部の黒色腫瘤．
第 19回島根皮膚疾患懇話会．出雲市，2008年 12月 

新原寛之，水本一生，森田栄伸：日本紅斑熱．第 19回島根皮膚疾患懇話会．出
雲市，2008年 12月 
 
 
講演 
1) 古村南夫：痒い皮膚病のプライマリケア．大田市医師会学術講演会．大田市，

2007年 1月 
2) 森田栄伸：食物アレルギーと皮膚科領域疾患．東三河皮膚科講演会．豊橋市，

2007年 2月 
3) 森田栄伸：じんましん診療の実際．第 15回佐賀県アレルギー講習会．佐賀
市，2007年 2月 

4) 古村南夫：ＲＦを用いた skin rejuvenation．第 1 回大学・総合病院における
光線治療セミナー．東京都，2007年 4月 

5) 森田栄伸：皮膚科領域の食物アレルギー．第 5回城北地区皮膚科懇話会．東
京都，2007年 4月 

6) 古村南夫：皮膚とアンチエイジング．松江臨床皮膚科懇話会．松江市，2007
年 5月 

7) 古村南夫：皮膚とアンチエイジング．医師会生涯教育講座・島後医師会研修
会．隠岐の島町，2007年 6月 

8) 赤木竜也：明日から役に立つ真菌学．学術講演会．米子市，2007年 7月 
9) 森田栄伸：皮膚科領域の食物アレルギー．第 119回秋田県皮膚科談話会．秋
田市，2007年 7月 

10) 古村南夫：IPL(光)＋RF(高周波)によるスキンリジュビネーション．第 2回大
学・総合病院における光線治療セミナー．大阪市，2007年 8月 

11) 森田栄伸：皮膚科領域の食物アレルギー．第 22回名古屋しゃちほこ皮膚科
セミナー．名古屋市，2007年 8月 
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12) 森田栄伸：蕁麻疹の薬物療法．第 15回島根皮膚疾患懇話会．出雲市，2007
年 9月 

13) 古村南夫：脱毛治療を含めた最新美容医療について．山陰レーザー・光治療
器セミナー～美容医療のレーザーと光治療の実際と効果～．松江市，2007
年 9月 

14) 古村南夫：ＩＰＬ(光)＋ＲＦ（高周波）を用いたスキンリジュビネーション．
第 8回トータルアンチエイジングセミナー~クリニック・アイデンティティ
を確立するために～．東京都，2007年 10月 

15) 森田栄伸：職業性皮膚疾患の診断と治療．平成 19年度島根県医師会産業医
部会研修会．松江市，2007年 10月  

16) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．第 9回奈良県皮膚感染症研究会．奈良市，
2007年 10月  

17) 古村南夫：ざ瘡性瘢痕および術後性・外傷性瘢痕に対するフラクショナルレ
ーザー治療．サイノシュアーユーザーズミーティング 2007．東京都，2007
年 11月 

18) 森田栄伸：皮膚科領域の食物アレルギー．第 139回滋賀県皮膚科医会学術講
演会．大津市，2007年 11月  

19) 森田栄伸：蕁麻疹診療の実際．第 202 回北信皮膚科医会．長野市，2007 年
11月 

20) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．第 8回和歌山皮膚アレルギー・感染症フ
ォーラム．和歌山市，2007年 11月 

21) 森田栄伸：皮膚科領域の食物アレルギー．第 14回鹿児島皮膚アレルギー研
究会．鹿児島市，2007年 12月 

22) 森田栄伸：蕁麻疹診療の実際．皮膚科セミナー．前橋市，2007年 12月 
23) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．第 8回三河地区臨床皮膚研究会．安城市，

2008年 2月 
24) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．香川県皮膚科講演会．高松市，2008年 2
月 

25) 森田栄伸：蕁麻疹治療のポイント．第 12回これからの皮膚科診療を考える
会．大阪市，2008年 3月 

26) 古村南夫：活性型ビタミンD3を中心とした乾癬の治療．松江市皮膚科医会．
松江市，2008年 4月 

27) 森田栄伸：アレルギー疾患―最近の話題―．GCD講演会．三次市，2008年
5月 

28) 森田栄伸：かゆみ治療のコツ－抗ヒスタミン薬の特徴と使い分け－．広島地
区皮膚科学術講演会．広島市，2008年 5月 
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29) 古村南夫：全身疾患と皮膚病変．第 17回島根皮膚疾患懇話会．松江市，2008
年 5月 

30) 森田栄伸：蕁麻疹診療の実際．富山県皮膚科セミナー．富山市，2008 年 6
月 

31) 森田栄伸：かゆみを鑑別する『蕁麻疹』．タリオン学術講演会．東京都，2008
年 6月 

32) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．神戸皮膚アレルギーセミナー．神戸市，
2008年 6月 

33) 森田栄伸：食物アレルギーの話し．広島 DERMA 勉強会．広島市，2008 年
6月 

34) 森田栄伸：蕁麻疹診療の話題．第 14回関東臨床皮膚疾患研究会．東京都，
2008年 7月 

35) 森田栄伸：蕁麻疹のかゆみ治療．患者満足度向上への実践アプローチ．かゆ
み治療の新たなる展開～患者の治療満足度を高めるために～．全国学術講演

会．東京都，2008年 7月 
36) 森田栄伸：蕁麻疹治療の実際～抗ヒスタミン薬の特徴と使い分け～．邑智郡
医師会学術講演会．邑智郡，2008年 7月 

37) 森田栄伸：蕁麻疹診療の実際�抗ヒスタミン薬の特徴と使い分け�．学術講
演会．浜松市，2008年 7月 

38) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．城北地区皮膚アレルギーSUMMIT．東京
都，2008年 7月 

39) 森田栄伸：蕁麻疹治療の実際～抗ヒスタミン薬の特徴と使い分け～．鳥取皮
膚科懇話会．鳥取市，2008年 7月 

40) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．愛媛皮膚科セミナー．松山市，2008年 7
月 

41) 森田栄伸：蕁麻疹診療の実際－抗ヒスタミン薬の特徴と使い分け－．神奈川
県皮膚科学術講演会．横浜市，2008年 8月 

42) 森田栄伸：アレルギー性皮膚疾患．第 34回日本アレルギー学会専門医教育
セミナー．東京都，2008年 8月 

43) 森田栄伸：皮膚科領域の食物アレルギー．第 3回中央皮膚科セミナー．福岡
市，2008年 8月 

44) 古村南夫：Rash Management について．TARCEVA Excellence Meeting in 
Shimane．出雲市，2008年 9月 

45) 森田栄伸：蕁麻疹診療のコツ－抗ヒスタミン薬の特徴と使い分け－．宮城か
ゆみの学術講演会．仙台市，2008年 9月 

46) 森田栄伸：小麦アレルゲンの解析と臨床応用．第三回東海皮膚科フロンティ



18 

アミーティング．名古屋市，2008年 9月 
47) 森田栄伸：皮膚科領域の食物アレルギー．東予皮膚科会学術講演会．新居浜
市，2008年 10月 

48) 森田栄伸：蕁麻疹治療の実際－抗ヒスタミン薬の使い分け－．弘前皮膚科学
術講演．弘前市，2008年 11月 

49) 森田栄伸：蕁麻疹診療のポイント．尾道三原地区皮膚科医会．三原市，2008，
11月 

50) 出来尾 格：アトピー性皮膚炎、標準知識と標準治療の一歩先．出雲皮膚科
医会．出雲市，2008年 11月 

51) 古村南夫：エビデンスに基づいたにきび治療．ディフィリン発売記念講演会
in山陰．米子市，2008年 11月 

 


